
【健康経営戦略マップ】

注記:健康経営優良法人認定事務局が公表する健康経営ガイドブック及び健康投資管理会計作成準備作業用フォーマットを参考に、当社向けに一部レイアウト及び配色を変更して作成しております。

健康投資の効果

従業員の健康課題

健康投資
健康投資施策の取組み

状況に関する指標

従業員等の意識変容・

行動変容に関する指標
健康関連の最終的な目標指標

健康風土の醸成

健康経営の浸透状況
サポート、組織的支援（POS）、

WSC等

目標年:2029年

方針実現のための

体制・環境

作成年月:2026年9月

KGI

・エンゲージメン

ト調査の肯定回

答率:70%

・メンタルヘルス

不調による休職

率の改善

(1.2％→＜

1.0%）

・自己都合によ

る離職の改善

（3.2％→＜

2.0％）

・生産性の向

上:営業利益

率を現状比の

1.5倍

健康経営

の目標

・体調不良によ

るパフォーマンス

の低下の抑制・

改善

・心身の疾病に

よる⾧期休職

の抑制・減少

・従業員が会社

や仕事に対して

持つ愛着や思い

入れ、自発的な

貢献度の向上

健康経営の推

進方針

社員と家族の

健康保持・増進

施策を積極的

に推進するとと

もに、社員が安

全や衛生に配

慮した職場で、

イキイキと仕事

に取り組むこと

ができる就業環

境づくりを目指

す

経営方針

・「優れた医薬

品を通じて

人々の健やか

な生活に貢献

する」

・「富士製薬

工業の成⾧は、

わたしたちの

成⾧に正比例

する」

⾧時間労働抑制施策の満足度

⾧時間労働の抑制施策・

有給休暇取得奨励施策 ⾧時間労働者数・率の減少

プレゼンティーイズムの改善

健康習慣イベント参加の継続率

両立支援施策の理解度・認知度
育児・介護・治療と仕事の両立支援の取組

・心身の健康保持増進

・従業員のパフォーマンスの最大化

・心理的安全性が担保された職場環境づくり

女性医療とBSを中心に成⾧を加速させ、

中期経営計画最終年度（2029年9月期は売上

高800億円、営業利益100億円、EPS年率17％

成⾧、ROE10％以上を目指す。

企業価値

女性医療で新たな価値を創出し続け、

誰もがwell-beingを実感できる社会へ貢献する

社会的価値

・経営トップからの定期的な発信

・健康経営方針の認知度

・経営レベル会議での議論

・事業場に健康経営推進委員の配置

・東京薬業健保等との連携

・エンゲージメント向上支援

・保健師による健康維持・増進支援

・社内外相談窓口の設置

エンゲージメントの向上

健康課題に対する制度・施策活用度・満足度

健康教育の参加率・満足度

要精密検査者の二次検査受診率の向上

有給休暇取得率の向上

性別・年齢に伴う健康課題の認知度
性別・年代特有の健康課題への取組

受診勧奨・保健指導・特定保健指導

禁煙対策

健康リテラシー向上施策

アブセンティーイズムの低減

従業員の健康意識の向上

ストレスチェック受検率、セルフケア

・ラインケア研修参加率

メンタルヘルス対策

高ストレス者数の減少

職
場
環
境
の
整
備
・

多
様
な
働
き
方
の
推
進

健
康
保
持
増
進

健康習慣改善イベント施策

禁煙プログラムの参加率・満足度

有給休暇の取得推奨施策の満足度

定期健診・二次検査受診率・特定保

健指導終了率の向上

喫煙率の低下・禁煙継続率

両立支援施策の利用度・満足度

健康習慣改善イベント参加率・満足度

特定保健指導対象者数の減少

女性特有の健康課題に関する制度・費用補助の利用率


